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半導体需要の高まりを背景に、コロナ禍でも堅
調な業績推移を見せているのが今回紹介する
（株）三幸だ。
1969年に設立し、当初はカーボン製品の商社と
してスタートしたが、「カーボンメーカーが商社
を通さずにお客さまに直接販売することが増え、
商流が変わってしまった」と話すのは当社代表の
奥野氏。業績を回復すべく80年代半ばから半導体
製造設置用部品の取り扱いを開始した。その後、
2000年ごろに２代目社長がモノづくりへの挑戦を
始めたことをきっかけに、現在はカーボン、セラ
ミックス、精密機械製品を３本柱として製造して
いるほか、半導体工場内での器具の開発、半導体
製造装置関連部品の開発および設計も手がけてい
る。
当社のカーボン製品は、半導体のベースとなる
シリコンの単結晶を作る装置で使用されるヒー
ターや坩堝などで使用されている。セラミックス
製品は、加熱することでウエハー（ＩＣチップの
材料となる、半導体物質の結晶でできた円形の薄
い板）内に半導体化するための不純物を拡散させ
る酸化拡散装置や、ウエハーに適度な不純物を導
入し半導体デバイスの特性を向上させることがで
きるイオン注入装置の部品に使われている。そし
て、精密機械製品はウエハーの酸化の工程で、ウ
エハー表面処理装置の一部のユニット品として使
われている。
精密機械製品分野では、半導体製造向けだけで
なく、お客さまのニーズに応じてさまざまな用途
の装置を製造している。主なターゲットは、大学
の研究室や企業の研究開発部門だ。それらの現場
では、小規模な装置で研究をスタートさせるが、
世の中にないものを作る研究のため、既存の装置
では対応が難しく、改造する必要がある。通常は
そこで高額な費用と長い納期を要求されてしまう
が、「当社であれば、中小企業であることを活かし
た少量多品種の装置の製造が得意ですから、お客
さまのニーズに寄り添った、専用の装置を設計し

て、細かな修正を施しながら、迅速に納品するこ
とができます」（奥野氏）。研究者の気持ちを汲ん
だ当社のモノづくりの姿勢が評価され、今では自
社製品の精密機械事業が売上構成比率の約８割を
占めているという。
こうした精密機械製造に加え、現在注力してい
るのが「素材」の分野だ。主には、放射線を遮断
する素材の開発。これまでの半導体分野で蓄積し
てきた装置や素材の開発力を活かしながら取り組
んでいる。「ニッチではありますが、モノづくりの
根底である素材分野へのビジネス展開が必要だと
思っています。既存の市場にはない製品を作りた
いですし、作るだけではなく、使ってもらえる高
品質な製品を展開したいです」（同）
現在は製造拠点として富山と熊本に３工場を有
しているが、今後はエリアごとに迅速に対応でき
るよう、新潟や仙台にも工場新設を進める予定だ。
技術革新が著しい半導体市場。時代のニーズに
応え挑戦し続ける当社は、今後も新しいモノづく
りが求められる未来で、欠かせない存在になるだ
ろう。
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